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相模湾から得られたタイワンメナダ

福地伊芙映・田中翔大・本田康介・和田英敏

Ifue Fukuchi, Shota Tanaka, Kosuke Honda and Hidetoshi Wada: Record of 
Moolgarda seheli (Fablicius, 1775) from Sagami Bay, Japan 

緒　言

　相模湾は黒潮の影響を受ける開放的な湾であり、同
湾からはこれまでに合計 8種のボラ科魚類［オニボ
ラ Ellochelon vaigiensis (Quoy & Gaimard, 1825)、 フ ウ
ラ イ ボ ラ Moolgarda crenilabis (Forsskål, 1775)、 ボ ラ
Mugil cephalus cephalus Linnaeus, 1758、ナンヨウボラ
Osteomugil perusii (Valenciennes, 1836)、メナダ Planiliza
haematocheila (Temminck & Schlegel, 1845)、 セ ス ジ ボ
ラ Pla. lauvergnii (Eydoux & Souleyet, 1850)、 コ ボ ラ
Pla. macrolepis (Smith, 1846)、ワニグチボラ Plicomugil
labiosus (Valenciennes, 1836)］が記録されている（本田ほ
か , 2024）。

 2020年 11月 2日に、第 2著者によって相模湾東部か
つ房総半島西岸にあたる千葉県館山市坂田の東京海洋大
学館山ステーション地先からタイワンメナダ Moolgarda 
seheli (Fabricius, 1775)に同定される稚魚 2個体が採集さ
れた。これは本種の相模湾からの初記録であるためここ
に報告する。

材料と方法

　計数と計測は原則として Grant & Spain (1975)に従った
が、横列鱗数の計数は Harrison & Senou (1999)に従い、第
1背鰭起部から腹鰭起部にかけての鱗を数えた。計測は
デジタルノギスを用いて 0.1 mm単位で行った。標準体長
は体長あるいは SLと略記した。本報告に用いた標本は
神奈川県生命の星・地球博物館の魚類標本コレクション
（KPM-NI）にて登録・保管されている。また、生鮮時の
写真資料は同館の魚類写真資料データベースに登録され
ている。同館の標本資料番号は、電子台帳上はゼロが付
加された 7桁の数字が使われているが、ここでは標本資
料番号として本質的な有効数字で表した。本報告におけ
る相模湾の定義は Senou et al. (2006)および本田ほか（2024）
に従った。

結　果

タイワンメナダ
Moolgarda seheli (Fabricius, 1775)

（図 1）

標本

　KPM-NI 63249、体長 32.0 mm、KPM-NI 63250、体長
34.9 mm、2020年 11月 2日、千葉県館山市坂田（相模
湾東部，房総半島西岸）、手網、田中翔大採集。
分布

アフリカ大陸東岸、紅海からマルキーズ諸島にかけ
てのハワイ諸島を除くインド・太平洋に広く分布する
（Harrison & Senou, 1999; 瀬能 , 2013）。日本国内では、福
島県双葉郡広野町岩沢川、いわき市久之浜町末続川、茨
城県北茨城市大津漁港、日立市久慈町茂宮川、東茨城郡
大洗町大洗漁港、千葉県勝浦市墨名川、鴨川市開戸川、
神奈川県横浜市鶴見川、平塚市松尾川、静岡県焼津市瀬
戸川、菊川市菊川、和歌山県海南町加茂川、高知県高知
市春野漁港、四万十市四万十川、鹿児島県霧島市福の川、
南さつま市硯川、大隈諸島（種子島、屋久島、口永良部
島）、奄美群島（奄美大島、喜界島、沖永良部島、与論
島）、沖縄県沖縄諸島（沖縄島、久米島、渡嘉敷島）、宮
古諸島（宮古島、池間島、伊良部島）八重山諸島（石垣島、
西表島、与那国島）、および大東諸島南大東島から記録
されていた（瀬能・鈴木 , 1980; 瀬能・北村 , 1982; 金川 , 
1988; 諸喜田 , 1996; 吉郷 , 2000, 2007; 吉郷ほか , 2005; 木
村 , 2000; Fujita et al., 2002; 荒尾ほか , 2008; 神田ほか , 
2009; Motomura et al., 2010; 鳥居ほか , 2011; 瀬能 , 2013; 
横浜市環境科学研究所 , 2014; 瀬能 , 2014; Koeda et al., 
2016; 木村ほか , 2017; Nakae et al., 2018; 田中ほか , 2020; 
Motomura & Uehara, 2020; Fujiwara & Motomura, 2020; 外
山ほか , 2021; 福地・立原 , 2022; 古𣘺ほか , 2023; 是枝ほ
か , 2023; 外山・福地 , 2023; 百瀬・尾山 , 2024; 松永ほか , 
2025）。千葉県館山市坂田から得られた 2個体は、本種
の相模湾からの初記録となる。
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図 1. 千葉県館山市飯田（相模湾）から得られたタイワンメナダ Moolgarda seheli. A, B: KPM-NI 63249, 32.0 mm SL; C, D: KPM-NI 
63250, 34.9 mm SL. 田中翔大撮影 .

生息環境
　採集地である東京海洋大学館山ステーション地先の海
岸は、泥岩質の岩盤からなる磯と、砂に礫や貝殻片など
が混じる砂浜から構成されている（下光ほか , 2019）。タ
イワンメナダ 2個体は、岩盤に近い砂浜の波打ち際で採
集された。
同定
　記載標本は、背鰭条数が 4棘 9軟条、臀鰭条数が 3棘
9軟条、縦列鱗数が 40、横列鱗数が 13、尾柄周囲鱗数が
18、上唇下部に小乳頭状突起が認められない、主上顎骨
後端が口角部のはるか後方に位置し、閉口時に露出しな
い、脂瞼が未発達で虹彩を覆わない、胸鰭基底上端が瞳
孔の上端よりも上に位置する、第 2背鰭起部がおおむね
臀鰭第 1軟条の直上に位置する、第 2背鰭基底付近に黒
色素胞が密集し黒斑をなす、ホルマリン固定後に尾鰭基
底付近に半月型の黒色斑が認められることなどが、木下・
瀬能（2014）、福地・立原（2022）および外山・福地（2023）
が示したタイワンメナダの稚魚の形態的特徴とよく一致
したため、本種に同定された。

考　察

　本報告によって、相模湾から記録されたボラ科魚類は
6属 9種となった。これらのうち、ボラ、メナダ、セス
ジボラを除く 6種は、相模湾や隣接する海域からの記録
の大部分が体長 10–60 mm程度の小型標本に基づくもの
であり（例えば , Senou et al., 2006; 下光ほか , 2019; 山川
ほか , 2020）、第 1著者による博物館収蔵標本の調査に
おいても成魚の標本は確認されていない。したがって、
これら 6種の相模湾における出現は、黒潮の輸送によ
る無効分散である可能性が高い。しかし、近年では房総
半島から体長約 80 mmのやや成長したタイワンメナダ
が採集されており、関東においても越冬の可能性が示唆

されている（百瀬・尾山 , 2024）。本種を含む熱帯・亜
熱帯性ボラ科魚類のより詳細な分布や越冬状況を把握す
るため、今後も継続的な標本収集が望まれる。なお、木
村（2000）は相模湾流入河川の松尾川（相模川水系）下
流部からタイワンメナダを記録しているが、本報告では
Senou et al. (2006)および本田ほか（2024）の相模湾の定
義に従い、河川域から得られている当該記録を本種の相
模湾からの記録として扱わなかった。ただし、この個体
は相模湾を経由して出現したものと考えられる。また、
望月ほか（2022）は鹿児島県大隅諸島竹島から本種を記
録しているが、その図（望月ほか , 2022: fig. 1f）は主上
顎骨後端が口角部の直後に位置すること（瀬能 , 2013）、
第2背鰭基底付近に黒色素胞がないことから（木下・瀬能 , 
2014; 福地・立原 , 2022; 外山・福地 , 2023）、タイワンメ
ナダではなくボラであると判断し，本種の分布に含めな
かった。
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